
241 

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

既
存
の
遠
国
会
社
の
合
併
に
よ
り
一
六

0
二
年
に
成
立
し
た
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
(Generale
N
e
d
e
r
l
a
n
d
s
c
h
e
 G
e
o
c
t
r
o
y
e
e
r
d
e
 

①
 

一
七
九
六
年
に
事
実
上
消
減
し
た
。

そ
の
存
続
期
間
の
う
ち
一
六
二

0
年
か
ら
一
七
四

0
年
頃
ま
で
は
、
会
社
の
東
洋
に
お
け
る
勢
力
の
絶
頂
期
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

こ
の
会
社
の
発
展
に
お
い
て
拡
大
す
る
諸
様
相
を
含
ん
で
い
た
。
詳
言
す
れ
ば
一
六
二

0
年
頃
に
は
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
、
最
初
は
商

業
的
で
漸
次
に
す
ぐ
れ
て
領
土
的
と
な
り
つ
つ
あ
る
、

会
社
は
巨
大
な
存
在
と
し
て
現
わ
れ
、
そ
の
外
見
に
お
い
て
は
よ
く
整
備
さ
れ
た
富
め
る
商
事
会
社
で
あ
り
、
そ
の
活
動
は
一
七

0
0

年
か
ら
一
七
三

0
年
代
の
中
頃
ま
で
通
常
二
十
五
な
い
し
四
十
。
＾
ー
セ
ン
ト
の
配
当
を
年
々
オ
ラ
ン
ダ
本
国
に
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は

黄
金
時
代
に
み
え
た
。
し
か
し
、
漸
次
に
下
降
の
カ
ー
ヴ
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
改
革
の
要
求
が
火
急
と
な
り
一
七
四

0
年
頃

に
は
会
社
の
残
余
期
間
を
特
徴
づ
け
る
幾
多
の
提
案
や
報
告
が
現
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
稿
で
は
こ
の
期
間
(
1
6
2
0
|
1
7
4
0
)

に
お
け
る
貿
易
の
一
面
を
取
扱
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ま
え
に
会
社
の
組
織
・
運
営
等
に
一

R
 

言
ふ
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

オ
ラ
ソ
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

Oost,Indische C
o
m
p
a
g
n
i
e
)
 
ま、

'
 

（
宮
下
）

オ
ラ
ン
ダ
帝
国
の
姿
が
ぽ
ん
や
り
と
認
め
ら
れ
る
。
十
八
世
紀
の
初
に
な
る
と
、

宮

下

五

孝

吉



2ム2

ー
ラ
ン
ド
（
ミ
ッ
デ
ル
ブ
ル
フ
）
以
外
の
分
社
は

「
小
分
社
」
と
呼
ば
れ
、
ホ
ー
ン
、

を
作
っ
た
。
地
方
的
事
項
は
さ
ま

ニ
ン
ク
ホ
イ
ゼ
ン
の
分
社
は
「
北
部
分
社
」
、

ス
テ
ル
ダ
ム
、

ホ
ー
ン
、

会
社
の
組
織
は
一
六

0
二
年
オ
ラ
ン
ダ
連
邦
議
会

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

ム
か
ら
八
人
、

と
な
っ
た
勢
力
を
確
保
し
た
。

(Staaten,General)

に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
特
許
状
に
現
わ
れ
て
い
る
。

ニ
ツ
ク
ホ
イ
ゼ
ン
、

い
た
諸
遠
国
会
社

(
C
o
m
p
a
g
n
i
e
v
a
n
 V
e
r
r
e
)

が
連
合
東
イ
ン
ド
会
社
の
分
社
(
K
a
m
e
r
)

と
な
っ
た
。

ア
ム

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
、
デ
ル
フ
ト
、
ミ
ッ
デ
ル
プ
ル
フ
（
ゼ
ー
ラ
ン
ド
州
）
に
以
前
存
在
し
て

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
、
デ
ル
フ
ト
の
分
社
は
「
マ
ー
ス
の
分
社
」
と
呼
ば
れ
た
。
会
社
の
中
央
行
政
は
取
締
役
会
＇
~
十
七
人
理
事
会

(
H
e
e
r
e
n
 S
e
v
e
n
t
i
e
n
)
|ー
に
割
当
・
委
任
さ
れ
た
。
こ
れ
は
分
社
か
ら
の
代
表
者
十
七
人
か
ら
成
る
。

ゼ
ー
ラ
ン
ド
（
ミ
ッ
デ
ル
プ
ル
フ
）
か
ら
四
人
、
そ
の
他
四
つ
の
「
小
分
社
」
か
ら
お
の
お
の
一
人
、
第
十
七
番
目
は

ゼ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
さ
も
な
く
ば
「
小
分
社
」
か
ら
一
人
が
交
代
に
選
出
さ
れ
た
。
十
七
人
理
事
会
は
普
通
年
二
回
春
秋
に
総
会
を
開
い

た
。
・
特
に
緊
急
を
要
す
る
交
渉
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
臨
時
に
分
科
委
員
会

(Kleine
Z
e
v
e
n
t
i
e
n
)
 

す
な
わ
ち
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ざ
ま
な
分
社
に
お
け
る
取
締
役

(
B
e
w
i
n
d
h
e
b
b
e
r
s
)

に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
た
。
分
社
に
お
け
る
取
締
役
は
連
合
東
イ
ン
ド
会
社
の
取
締

役
で
も
あ
っ
た
。
取
締
役
の
欠
員
は
欠
員
の
あ
る
分
社
に
お
け
る
他
の
取
締
役
が
三
人
の
候
補
者
を
す
い
せ
ん
し
、
そ
の
な
か
か
ら
欠

員
の
あ
る
分
社
の
所
在
す
る
都
市
の
市
長
が
新
し
い
取
締
役
を
指
名
す
る
。
こ
の
規
定
は
諸
都
市
の
支
配
階
級
で
あ
る
家
柄
に
伝
統
的

一
六
二
三
年
の
特
許
状
更
新
に
際
し
て
、
取
締
役
の
任
期
が
三
年
と
限
定
さ
れ
た
。
彼
ら
は
再
選
さ
れ

る
が
、
そ
れ
は
三
年
間
中
断
し
た
後
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
は
結
局
実
際
に
は
重
要
で
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
会
社

の
配
当
政
策
に
対
す
る
出
資
者
た
ち
の
不
満
の
結
果
に
す
ぎ
な
か
っ
た
規
定
で
あ
る
。

一
六
四
七
年
に
は
副
取
締
役

(extraordinaire

（
宮
下
）

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
お
よ
び
ゼ

五
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b
e
w
i
n
d
h
e
b
b
e
r
s
)
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ホ
ラ
ン
ド
州

(
H
o
l
l
a
n
d
)

の
諸
都
市
の
若
干
や
ホ
ラ
ン
ド
州
、

ド
州

(
G
e
l
d
e
r
l
a
n
d
)
、
ウ
ト
レ
ヒ
ト
州

(
U
t
r
e
c
h
t
)
、

ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
州

(
G
r
o
n
i
n
g
e
n
)

の
地
主
貴
族
は
会
社
の
行
政
に
代
表
者
を
送
出
す
機
会
を
得
た
。

p
a
r
t
i
c
i
p
a
n
t
e
n
)
を
導
入
さ
せ
た
。
彼
ら
は
取
締
役
の
職
務
執
行
を
監
督
し
、

に
会
社
の
状
況
報
告
を
彼
ら
に
提
出
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
彼
ら
は
取
締
役
と
な
る
に
必
要
な
数
の
出
資
そ
れ
ぞ
れ
六
、

0
0
0
フ
ロ

ー
リ
ン
お
よ
び
三
、

0
0
0
フ
ロ
ー
リ
ン
ー
を
も
っ
て
い
る
人
々
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
九
人
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
分
社
か
ら
四
人
、

ゼ
ー
ラ
ン
ト
分
社
か
ら
二
人
、
小
分
社
合
せ
て
三
人
。
十
七
人
理
事
会
は
す
べ
て
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
宣
苦

大
出
資
者
に
諮
問
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
は
結
局
の
と
こ
ろ
大
し
て
重
要
性
を
も
た
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

最
後
に
附
加
す
べ
き
は
、

（
宮
下
）

什

(
F
r
i
e
s
l
a
n
d
)
、

J
 

フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ド

五

ォ
ー
ヴ
ァ
イ
ッ
セ
ル
州

(Overijsel)
、
フ

一
六
二
三
年
の
特
許
状
に
宜
替
大
出
資
者
た
ち

(beidigde
h
o
o
f
d
'
 

ま
た
取
締
役
候
補
者
の
提
案
権
を
与
え
ら
れ
た
。
四
年
毎

オ
ラ
ン
ダ
王

(
S
t
a
d
h
o
u
d
e
r
)

ウ
ィ
ル
レ
ム
四
世
が
一
七
四
七
年
に
会
社
総
裁

(
o
p
p
e
r
b
e
w
i
n
d
h
e
b
b
e
r
s
)

に
任
命
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ウ
ィ
ル
レ
ム
五
世
も
こ
の
地
位
を
持
っ
た
。
総
裁
は
取
締
役
を
任
命
し
、
形
式
上
会
社
に
お
け
る
高
級

職
の
任
命
権
を
も
つ
が
、
親
し
く
十
七
人
理
事
会
に
出
席
す
る
こ
と
は
な
く
、
代
理
人
を
出
席
さ
せ
た
。

十
七
人
理
事
会
は
会
社
の
実
際
の
経
営
の
中
央
機
関
で
あ
る
。
会
社
に
お
け
る
取
締
役
が
以
前
の
地
方
会
社
の
取
締
役
と
同
一
人
で

あ
っ
た
当
初
の
間
は
、
十
七
人
理
事
会
は
彼
ら
の
権
威
を
主
張
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
漸
次
こ
の
委
員
会
は
地
歩
を
築
き

そ
の
権
威
を
強
化
し
た
。
総
会
に
お
け
る
手
続
は
前
以
て
分
社
に
公
示
さ
れ
た
。
そ
れ
を
公
示
す
る
の
は
首
班
分
社

(
p
r
e
s
i
d
e
e
r
e
n
d
e

K
a
m
e
r
)
、
す
な
わ
ち
、
十
七
人
理
事
会
が
総
会
を
開
い
て
そ
の
な
か
か
ら
彼
ら
の
議
長
が
選
出
さ
れ
る
分
社
で
あ
る
。

ム
と
ゼ
ー
ラ
ン
ド
の
み
が
首
班
分
社
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
で
き
、
前
者
は
六
年
間
、
後
者
は
二
年
間
の
順
序
で
あ
っ
た
。
日
程
以

オ
ラ
ソ
ダ
東
イ
ソ
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

出
資
者
た
ち
の
会
社
経
営
に
つ
い
て
の
も
う
―
つ
の
不
満
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ヘ
ル
ダ
ー
ラ
ン
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の
原
則
が
行
わ
れ
、

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ソ
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

外
の
議
題
も
提
出
さ
れ
得
た
。

結
果
、
そ
の
対
策
が
講
ぜ
ら
れ
た
。
と
く
に
、

大
さ
れ
た
。

十
七
人
理
事
会
は
分
割
払
込
金
額
が
実
状
に
相
当
す
る
程
度
を
調
査
し
た
。

一
六

0
二
年
の
特
許
状
に
よ
る
と
、
重
要
な
案
件
に
つ
い
て
協
議
が
ま
と
ま
ら
ぬ
と
き
は
原
則
と
し
て

連
邦
議
会
が
こ
れ
を
決
定
す
る
。
ま
も
な
く
分
業
化
が
起
り
、
異
な
る
分
野
の
取
扱
の
た
め
に
諸
委
員
会
が
設
け
ら
れ
た
。
か
く
し
て
、

⑧
 

四
つ
の
部
門
に
分
た
れ
、
収
入
部
、
艤
装
部
、
会
計
部
、
商
業
部
が
生
じ
た
。
十
七
世
紀
の
後
半
に
は
事
業
が
極
め
て
広
般
と
な
っ
た

イ
ン
ド
か
ら
の
報
告
や
信
書

(missives)

を
閲
読
し
、
回
答
す
る
に
は
き
わ
め
て
時
日

④
 

が
か
か
り
、
こ
の
重
要
な
業
務
の
対
策
が
必
要
で
あ
っ
た
。

会
に
移
す
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
こ
れ
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
二
人
の
取
締
役
、
他
の
分
社
お
の
お
の
一
人
の
取
締
役
、

お
よ
び
一
人

の
宣
誓
大
出
資
者
か
ら
成
っ
て
い
た
。
こ
の
委
員
会
は
ハ
ー
グ
文
書
係

(
H
a
a
g
s
c
h
e
B
e
s
o
g
n
e
s
)

と
呼
ば
れ
、
後
に
は
そ
の
成
員
が
拡

各
分
社
は
そ
の
船
舶
の
艤
装
を
司
り
、
そ
の
取
締
役
は
こ
れ
に
つ
い
て
彼
ら
の
出
資
金
を
以
て
個
人
的
に
責
任
を
負
っ
た
。
従
っ
て
、

帰
荷
は
地
方
の
当
局
に
送
達
さ
れ
た
。
し
か
し
、
艤
装
や
そ
の
分
配
の
全
範
囲
を
決
定
し
た
の
は
十
七
人
理
事
会
で
あ
っ
て
、
こ
の
委

員
会
は
重
要
商
品
の
販
売
を
も
行
な
っ
た
。
ま
た
分
社
の
借
入
金
の
監
督
を
要
求
し
た
の
も
十
七
人
理
事
会
で
あ
っ
た
。
す
べ
て
の
分

―
つ
の
分
社
は
遊
休
運
転
資
本
を
も
っ
て
い
る
が
他
の
分
社
は
貨
幣
を
必
要
と
し
た
こ

と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
―
つ
の
分
社
か
ら
他
の
会
社
へ
貸
付
が
行
わ
れ
た
。
同
様
に
、
負
債
を
大
い
に
負
っ
て
い
る
一
っ

の
分
社
は
、
負
債
の
少
な
い
か
つ
低
利
で
借
り
得
ら
れ
る
分
社
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
た
。
負
債
の
み
な
ら
ず
、
資
金
に
つ
い
て
も
平
等

各
分
社
は
連
合
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
全
資
本
の
な
か
か
ら
そ
の
分
社
が
所
有
し
て
い
る
部
分
—
—
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
は
財
力
豊
か
で
あ
る
か
ら
二
分
の
一
、
ゼ
ー
ラ
ソ
ド
は
四
分
の
一
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
、
デ
ル
フ
ト
、
ホ
ー
ン
、
エ
ン
ク
ホ
イ
ゼ
ソ
は
十
六
分
の

一
づ
っ
ー
に
比
較
的
相
応
す
べ
き
金
額
を
運
用
し
た
。

社
は
連
帯
し
て
負
債
に
対
す
る
責
任
を
負
う
。

一
六
五

0
年
以
後
に
は
、
こ
の
活
動
は
十
七
人
理
事
会
以
外
の
別
の
委
員

（
宮
下
）

五
四
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る
と
貨
幣
を
最
も
多
く
吸
引
し
た
の
は
織
物
類
で
あ
り
、

買
手
で
あ
り
ま
た
売
手
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
は
、

監
督
と
が
調
さ
れ
て
い
た
、

（
宮
下
）

形
、
銀
行
預
金
、
現
金
残
高
の
全
部
を
示
す
一
種
の
貸
借
対
照
表
で
あ
っ
た
。

五
五

「
精
算
」
は
積
荷
、
艤
装
、
造
船
、
負
債
、
為
替
手

か
く
し
て
、
単
な
る
諸
単
位
の
複
合
体
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
各
分
社
は
実
用
的
な
考
慮
と
歴

史
的
な
事
情
と
に
制
約
さ
れ
な
が
ら
も
、
国
民
的
な
努
力
を
最
大
限
に
集
中
化
す
る
よ
う
な
仕
方
で
地
方
の
利
害
関
係
と
中
央
の
指
導

ま
こ
と
に
注
目
す
べ
き
一
個
の
併
合
体
で
あ
っ
た
。
こ
の
集
中
化
の
他
の
証
拠
は
約
六
•
五
百
万
フ
ロ
ー

R
 

リ
ン
の
出
資
金
で
あ
る
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
人
が
一
六

0
0年
に
出
発
し
た
東
イ
ン
ド
会
社
の
資
本
金
の
約
十
倍
で
あ
っ
た
。
会
社
を

強
大
な
軍
事
的
勢
力
に
し
よ
う
と
す
る
連
邦
議
会
の
関
心
は
、
会
社
創
設
の
当
初
か
ら
決
し
て
消
さ
れ
な
か
っ
た
―
つ
の
特
徴
を
こ
の

会
社
に
与
え
た
。
会
社
は
国
家
的
な
構
成
体
で
あ
っ
て
、
自
ら
行
政
、
裁
判
、
外
国
と
く
に
ア
ジ
ア
諸
国
と
条
約
を
締
結
す
る
諸
権
利

を
も
っ
て
い
た
。
十
七
人
理
事
会
は
出
資
者
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
に
は
出
資
者
た
る
こ
と
が
就
中
、
取
締
役
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
て

お
り
、
配
当
は
多
少
と
も
彼
ら
に
利
害
関
係
を
も
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
一
部
分
は
取
締
役
と
し
て
の
彼
ら
自
身
の
繁
栄
を
会
社
の

繁
栄
と
同
一
視
し
た
た
め
で
あ
り
、

一
部
分
に
は
大
商
人
お
よ
び
市
長
と
し
て
、
さ
も
な
く
ば
、
会
社
の
運
営
に
経
済
的
に
関
与
す
る

さ
て
、
会
社
の
取
扱
商
品
の
変
化
に
つ
い
て
そ
の
趨
勢
を
概
観
す
る
と
、
十
七
世
紀
の
中
頃
に
は
胡
椒
が
会
社
の
買
付
、
阪
売
と
も

主
要
な
商
品
で
あ
り
、
大
多
数
の
貨
幣
は
胡
椒
に
投
資
さ
れ
、
ま
た
こ
の
販
売
で
は
大
き
な
利
益
を
与
え
た
。
そ
の
後
五
十
年
間
に
、

こ
の
事
実
は
一
変
し
た
。
胡
椒
は
一
六
七

0
年
頃
に
は
販
売
量
に
お
い
て
は
依
然
最
大
で
あ
っ
た
商
品
で
あ
る
が
、
投
資
の
点
か
ら
み

一
七

0
0年
頃
に
は
織
物
が
買
付
お
よ
び
阪
売
と
も
に
首
位
を
占
め
て
い
る
。

⑥
 

さ
ら
に
、
胡
椒
以
外
の
香
料
（
ス
パ
イ
ス
類
）
ー
す
な
わ
ち
主
と
し
て
丁
香
、
肉
翌
菟
＇
~
は
た
え
ず
大
き
な
利
益
を
生
ん
だ
一
群

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

こ
れ
は
、

一
年
ま
た
は
二
年
毎
に
行
わ
れ
る
「
精
算
」
の
方
法
に
よ
っ
て
い
る
。
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オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

一
七
四

0
年
に
は
会
社
の
最
も
重
要
な

の
商
品
で
あ
り
、
そ
の
阪
売
は
買
付
よ
り
も
た
え
ず
高
い
水
準
で
あ
っ
た
。
東
方
か
ら
ョ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
の
輸
入
は
、
十
七
ー
八
世
紀
中

に
か
な
り
の
変
化
を
う
け
た
。
特
に
十
七
世
紀
の
最
後
の
二
十
ー
三
十
年
と
十
八
世
紀
の
最
初
の
二
十
ー
三
十
年
に
は
変
化
が
顕
著
で

あ
っ
た
。
こ
の
期
間
に
は
全
貿
易
数
量
に
か
な
り
の
増
加
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
十
七
世
紀
と
十
八
世
紀
と
を
区
別
す
る
特
徴
が
発
展
し

つ
つ
あ
る
過
渡
期
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
の
部
類
の
商
品
に
つ
い
て
の
関
心
の
変
化
や
貿
易
数
量
の
増
加
に
は
、
会
社
の
買
付
お
よ
び
販

日
本
産
の
銅
も
オ
ラ
ン
ダ
本
国
と
ア
ジ
ア
市
場
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
地
域
間
の
相
互
関
係
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
銅
は
、

ロ
ッ
パ
ヘ
の
か
な
り
の
輸
出
を
み
た
諸
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
、
ン
ド
会
社
の
主
と
し
て
ア
ジ
ア
貿
易
に
属
す
る
商
品

な
の
で
あ
る
。
十
七
世
紀
の
経
過
中
に
銅
は
ま
す
ま
す
大
き
な
役
割
を
演
ず
る
よ
う
に
な
り
、

商
業
的
産
物
の
―
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、

R
 

の
重
要
な
過
程
を
反
映
し
て
い
る
。

日
本
の
銅
は
オ
ラ
ン
ダ
人
が
登
場
す
る
以
前
に
ア
ジ
ア
貿
易
で
移
動
し
て
い
た
。

バ
ン
タ
ム
、
そ
こ
か
ら
イ
ン
ド
、
ペ
ル
シ
ア
、

れ
た
銃
砲
の
原
料
で
あ
っ
た
。
と
い
っ
て
も
、

売
の
変
化
の
諸
事
情
が
含
ま
れ
て
い
る
。

日
本
産
銅
の
歴
史
は
、
十
七
ー
八
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
の
貿
易
に
お
け
る
一
っ

シ
ナ
商
人
の
活
動
を
通
じ
て
、
銅
は
マ
ラ
ッ
カ
、

ア
ラ
ビ
ア
ヘ
と
運
ば
れ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
シ
ナ
貿
易
を
通
じ
て
マ
カ
オ
経
由
で
日

本
の
銅
を
入
手
し
た
。
そ
し
て
、
十
六
世
紀
の
末
、
十
七
世
紀
の
初
頃
、
戦
争
の
た
え
な
か
っ
た
時
期
に
日
本
の
銅
は
大
い
に
需
要
さ

日
本
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
唯
一
の
銅
産
国
で
は
な
か
っ
た
。
銅
は
シ
ナ
、

（
宮
下
）

イ
ン
ド
、
ペ

ル
シ
ア
に
も
産
出
し
た
が
、
北
ィ
ン
ド
の
銅
生
産
は
減
退
し
つ
つ
あ
り
シ
ナ
は
全
産
出
高
以
上
を
消
費
す
ら
し
つ
つ
あ
っ
た
の
に
、

日

五
六

ヨ
ー
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よ
う
な
理
由
は
な
か
っ
た
。

（
宮
下
）

船
底
被
覆
用
の
赤
銅
板
、
馬
具
用
の
黄
銅
ま
た
は
真
鋳
。
だ
が
、

銅
線
、
羅
針
盤
等
に
用
い
ら
れ
た
。

五
七

一
六
六

0
年
の
初
に
お
け
る
鄭
成
功
に
よ
る

一
六
二

0
年
頃
の
東
洋
に
お
け
る
貿
易
の
概
略
か
ら
判
断
す
る
と
、

本
の
輸
出
向
生
産
は
十
七
世
紀
を
通
じ
て
増
加
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ペ
ル
シ
ア
の
銅
採
堀
は
十
八
世
紀
の
末
頃
ま
で
は
本
格
的
に
始
ら
な

一
六
二

0
年
か
ら
一
七
四

0
年
に
い
た
る
時
期
で
は
国
際
貿
易
上
重
要
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

銅
の
用
途
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
既
に
ふ
れ
た
銃
砲
の
製
造
原
料
の
ほ
か
に
、
貨
幣
鋳
造
用
の
金
属
と
し
て
第
一
次
的
に
重
要
で
あ

っ
た
。
日
本
や
イ
ン
ド
、
香
料
諸
島
そ
の
他
で
の
小
額
貨
幣
は
銅
貨
で
あ
っ
た
。
こ
の
金
属
は
ま
た
建
築
業
に
、
す
な
わ
ち
屋
根
材
、

寺
院
の
装
飾
、
仏
像
の
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
数
多
く
の
家
庭
用
具
は
銅
製
で
あ
っ
た
。
広
口
の
水
差
し
、

ア
ク
ラ
酒
蒸
溜
用
の

大
桶
、
火
薬
原
料
と
し
て
の
硝
石
の
精
製
桶
。
著
名
な
銅
鐸
も
銅
製
で
あ
っ
た
し
、
最
後
に
銅
は
造
船
材
料
と
し
て
船
底
の
被
覆
板
、

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
は
銅
を
ョ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
バ
タ
ヴ
ィ
ア
そ
の
他
の
商
館
附
属
の
工
作
場
に
規
則
的
に
送
っ
た
。
例
え
ば
、

そ
れ
は
多
量
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

九
ボ
ン
ド
（
そ
の
価
格
一
六
八
フ
ロ
ー
リ
ン
）
稲
ん
で
い
た
。
会
社
が
ア
ジ
ア
で
取
引
し
た
銅
は
な
か
ん
づ
く
日
本
の
銅
で
あ
っ
た
。

か
っ
た
し
、

一
六
一
七
年
の
秋
に
出
帆
し
た
デ
ソ
・
ス
ワ
ル
テ
ン
・
ベ
ー
ア
号
は
赤
銅
お
よ
び
黄
銅
を
二
五

そ
の
品
質
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
の
銅
と
く
ら
べ
て
概
し
て
劣
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
若
干
の
特
殊
品
を
除
け
ば
、
悶
着
を
起
す

一
六

0
八
年
に
オ
ラ
ン
ダ
人
は
天
皇
か
ら
平
戸
で
貿
易
す
る
許
可
を
得
た
。
そ
こ
に
は
会
社
の
最
初
の
商

館
が
設
け
ら
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
も
商
館
を
設
け
た
け
れ
ど
も
、

か
っ
た
。
し
か
る
に
オ
ラ
ン
ダ
人
は
地
歩
を
確
保
し
た
。
彼
ら
は
平
戸
を
去
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
代
り
に
長
崎
沖

の
出
島
に
商
館
を
移
し
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
二
世
紀

(
1
6
3
8
|
1
8
5
4
)

の
間
、
永
代
居
留
地
を
持
っ
た
。
か
く
し
て
、

彼
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
競
争
者
た
ち
に
比
べ
る
と
、

日
本
へ
の
直
接
貿
易
を
独
占
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

い
ろ
い
ろ
な
理
由
か
ら
一
六
ニ
―
―
一
年
に
は
日
本
を
去
ら
ね
ば
な
ら
な

オ
ラ
ン
ダ
人
は
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一
六
一
七
年
に
は
ハ
ン
ス
・
デ
・
ハ
ー
ゼ

オ
ラ
ソ
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

台
湾
征
服
ま
で
は
、

オ
ラ
ン
ダ
人
の
日
本
貿
易
は
バ
ク
ヴ
ィ
ア
お
よ
び
イ
ン
ド
諸
商
館
に
日
本
や
シ
ナ
の
生
産
物
を
供
給
す
る
責
任
を

も
っ
た
会
社
の
台
湾
総
監
の
も
と
に
お
か
れ
た
。
日
本
と
の
貿
易
の
場
合
に
は
、
こ
の
「
生
産
物
」
と
は
銀
、
金
、
銅
、
樟
脳
そ
の
他

⑧
 

若
干
の
商
品
で
あ
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
ま
も
な
く
、

あ
ら
す
こ
と
を
学
ん
だ
。

イ
ン
ド
地
方
へ
銅
を
輸
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
六
一
四
年
、
平
戸
の
理
事
官
、

シ
ナ
商
人
や
ボ
ル
ト
ガ
ル
人
の
領
分
を

ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス

(
J
a
c
q
u
e
s
S
p
e
c
x
)
 
は
イ
ン
ド
総

コ
ロ
マ
ン
デ
ル
海
岸
は
、
初
期
に
は
、
パ
ク
ヴ
ィ
ア
と
平
戸
と
の
通
信
の
な
か
で
日
本
の
銅
の
―
つ
の
重
要

な
消
費
地
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

督
ヤ
ン
・
ピ
ー
テ
ル
ス
。
ク
ー
ン

(
J
a
n
P
i
e
t
e
r
s
z
 C
o
e
n
)

に
所
要
の
銅
の
積
荷
を
二
五

0
ピ
ク
ル

(1
P
i
c
u
l
1
1
1
2
5
 p
o
n
d
s
)

に
増
加
し

た
と
書
送
り
、

(
H
a
n
s
 d
e
 H
a
z
e
)
 

日
本
か
ら
の
粗
赤
銅
は
キ
ャ
ン
デ
ィ
に
つ
き
九
〇
レ
ア
ー
ル

(1
r
e
a
l
1
1
8
 S
c
h
e
l
l
i
n
g
e
n
)
 

は
マ
ス
リ
パ
ー
ク
ム
か
ら
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

で
、
良
質
の
銅
は
一
〇
八
レ
ア
ー
ル
に
売
れ

た
と
。
帰
国
す
る
オ
ラ
ン
ダ
船
隊
で
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
日
本
銅
を
送
る
と
い
う
考
が
一
六
二

0
年
に
最
初
に
現
わ
れ
て
い
る
。
粗
銅
や
精

銅
を
底
荷
と
し
て
送
る
の
が
有
利
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
総
督
ク
ー
ン
の
註
文
し
た
少
量
の
銅
は
ラ
イ
デ
ン
号
で
一
六
ニ
―
年
の
四

月
に
パ
ク
ヴ
ィ
ア
を
発
し
て
オ
ラ
ン
ダ
本
国
に
送
ら
れ
た
。
そ
の
な
か
に
は
試
送
品
し
て
精
梓
銅

(fijn
k
o
p
e
r
 in 
staefkens)
、
板
銅

(bladt k
o
p
e
r
)

、
丸
銅

(root
k
o
p
e
r
 in 
b
r
o
o
n
d
e
n
)
、
如
1

銅

(
r
o
u
w
e
k
o
p
e
r
)

を
内
公
合
と
す
る
四
包
の
小
積
荷
が
あ
っ
た
。
精
梓
銅

は
ま
も
な
く
東
イ
ン
ド
会
社
が
本
国
に
輸
出
し
た
銅
の
う
ち
で
支
配
的
な
品
種
と
な
っ
た
。
十
七
人
理
事
会
は
日
本
の
こ
の
銅
を
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
の
銅
匠
に
検
査
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
は
期
待
に
そ
わ
な
か
っ
た
。
試
送
品
の
欠
減
が
あ
ま
り
に
も
大
き
く
品
質
も
良
好
で

は
な
く
、
理
事
た
ち
は
輸
入
し
て
も
引
合
わ
ぬ
と
考
え
た
。
こ
の
た
め
、
翌
年
の
四
月
に
は
、
バ
ク
ヴ
ィ
ア
で
今
後
の
命
令
が
与
え
ら

れ
る
ま
で
は
、
帰
荷
と
し
て
の
日
本
銅
を
取
消
す
よ
う
に
と
書
き
送
っ
た
。
し
か
し
、
平
戸
で
は
オ
ラ
ン
ダ
人
は
ま
だ
楽
観
的
で
、

（
宮
下
）

五
八

ヨ
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ン
ト
の
利
益
は
よ
い
商
売
で
あ
り
、

（
宮
下
）

ら
精
銅
一
、

0
0
0ピ
ク
ル
が
発
送
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
送
っ
た
カ
ン
プ
ス

日
本
に
お
け
る
こ
の
荷
物
の
原
価
は
三
、
二

0
0
0
フ
ロ
ー
リ
ン
で
あ
り
、

五
九

一
六
二
四
年
一
月
に
六
四
五
個
の

ー
ロ
ッ
パ
ヘ
日
本
銅
を
積
込
ん
で
は
な
ら
ぬ
と
い
う
十
七
人
理
事
会
の
命
令
が
パ
ク
ヴ
ィ
ア
政
庁
に
発
送
さ
れ
た
同
じ
年
に
、
平
戸
か

日
本
の
積
荷
が
到
着
す
る
ま
で
帰
航
船
隊
を
バ
ク
ヴ
ィ
ア
で
待
た
せ
る
価
値
が
あ
る
と
考
え
た
。

カ
ン
プ
ス
の
意
見
で
は
八
、

0
0
0
0
フ
ロ
ー
リ
ン
に
売

れ
る
。
パ
ク
ヴ
ィ
ア
政
庁
は
こ
の
積
荷
の
小
部
分
を
一
六
二
三
年
に
日
ー
ロ
ッ
パ
に
送
ら
せ
た
。
丸
銅
二
五
九
ピ
ク
ル
、
精
枠
銅
一

0
0ビ
ク
ル
で
あ
り
、
全
部
で
送
状
価
格
は
一
一
、
八
五

0
フ
ロ
ー
リ
ン
と
な
る
。
原
価
は
一
ビ
ク
ル
に
つ
き
前
者
が
一

0
テ
ー
ル

(
1
 
T
a
e
l
1
1
l
O
M
a
a
s
 Silber116.75 S
i
l
b
e
r
m
a
r
k
)

、
総
仝
者
は
一0
•
八
テ
ー
ル
で
、

生
じ
た
。
十
七
人
理
事
会
は
こ
れ
を
大
し
た
利
益
と
考
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
、

こ
れ
に
日
本
に
お
け
る
関
税
そ
の
他
の
費
用
を
加

え
、
原
価
の
四
。
ハ
ー
セ
ン
ト
と
計
算
さ
れ
た
。
日
本
銅
の
こ
の
積
荷
分
は
オ
ラ
ン
ダ
本
国
で
は
丸
銅
は
三
六
フ
ロ
ー
リ
ン
、
梓
銅
は
四

九
•
五
フ
ロ
ー
リ
ン
で
、
両
者
一0
0
ボ
ン
ド
づ
つ
売
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
約
四
十
四
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、
八
十
三
。
＾
ー
セ
ン
ト
の
総
利
益
を

一
六
ニ
―
―
一
年
の
信
書
で
は
、
銅
を
本
国
に
送
ら
ず

に
日
本
銅
を
ペ
ル
シ
ア
に
送
る
よ
う
パ
ク
ヴ
ィ
ア
政
庁
に
要
求
し
た
。
ペ
ル
シ
ア
で
は
そ
れ
は
既
に
相
当
な
利
益
を
与
え
て
お
り
、
現

送
鋳
貨
を
節
約
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
頃
、
バ
ク
ヴ
．
ィ
ア
政
庁
は
日
本
銅
の
新
し
い
積
荷
を
オ
ラ
ン
ダ
本
国
に
送
り
つ
つ
あ
っ
た
。

丸
銅
か
ら
成
る
全
部
で
約
三
十
ニ
ピ
ク
ル
の
銅
を
積
ん
で
、
二
隻
が
パ
タ
ヴ
ィ
ア
を
発
航
し
た
。
遂
に
満
足
す
べ
き
利
益
が
得
ら
れ
た
。

こ
の
積
荷
分
は
本
国
で
一

0
0ボ
ン
ド
に
つ
き
五
六
フ
ロ
ー
リ
ン
で
売
ら
れ
た
の
で
、
十
七
人
理
事
会
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
の
精
製
日
本

銅
を
か
な
り
大
量
買
付
け
る
こ
と
を
命
じ
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
総
利
益
は
約
百
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。

他
の
機
会
に
十
七
人
理
事
会
は
所
要
の
銅
の
数
量
を
ニ
ー
―
―

1
0
0、
0
0
0ボ
ン
ド

(
1
1
-
、
六

0
0ー
ニ
、
四

0
0ピ
ク
ル
）
と

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

(Lenaert C
a
m
p
u
s
)

は
底
荷
に
対
す
る
十
五
。
ハ
ー
セ
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ら
れ
、

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

指
定
し
た
。
彼
ら
は
そ
の
原
価
を
一
ボ
ン
ド
に
つ
き
精
々
三
一
ー
三
ニ
フ
ロ
ー
リ
ン
、

質
と
い
う
要
因
は
重
要
と
思
わ
れ
た
。
と
い
う
の
は
十
七
人
理
事
会
が
銅
を
分
析
す
る
方
法
を
指
令
し
た
ほ
か
に
、
銅
板
一
枚
を
標
本

こ
れ
ら
の
指
令
が
ど
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
た
か
は
精
確
に
は
判
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
送
状
が
す
べ
て
の
帰
航
船
に
つ
い
て
現
存

し
て
は
お
ら
ず
、
現
存
史
料
か
ら
は
一
六
二
六
年
二
月
に
約
―
二
三
、

0
0
0ポ
ン
ド
の
銅
が
オ
ラ
ン
ダ
本
国
に
船
積
さ
れ
た
こ
と
、

東
イ
ン
ド
会
社
が
主
と
し
て
平
戸
お
よ
び
バ
ク
ヴ
ィ
ア
駐
在
の
会
社
使
用
人
の
努
力
で
日
本
の
銅
を
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
場
に
出
そ
う

と
し
て
い
た
時
期
に
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ヤ
、⑨
 

ス
テ
ル
ダ
ム
で
あ
っ
た
。

ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
も
有
力
な
王
国
イ
ス
バ
ニ
ア
に
お
け

し
か
も
良
質
の
も
の
を
考
え
た
。
と
く
に
、
良

一
六
二
八
年
一
月
に
三

0
0、
0
0
0ポ
ン
ド
以
上
が
稽
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
お
よ
び
ョ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
事
情
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
銅
の
最
大
産
出
国
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
あ

ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
、

は
そ
れ
は
主
要
市
場
で
あ
っ
た
。

チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
、

ノ
ル
ウ
ェ
イ
に
も
産
し
た
。
銅
売
買
の
主
要
な
市
場
は
ア
ム

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
銅
の
唯
一
の
市
場
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
正
常
な
状
態
の
も
と
で

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
次
い
で
ハ
ン
ブ
ル
グ
が
あ
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
銅
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
市
場
で
見

ハ
ン
ガ
リ
ヤ
や
中
部
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
生
産
銅
の
大
量
が
こ
の
北
ド
イ
ッ
都
市
に
達
し
た
。
十
六
世
紀
の
末
か
ら
一
六
二
六
年
頃

ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
銅
市
場
へ
の
需
要
に
つ
い
て
―
つ
の
重
要
な
要
因
は
、

る
銅
貨
の
鋳
造
で
あ
っ
た
。
銅
の
ほ
か
に
、
絶
え
ず
改
鋳
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
銅
に
似
た
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
銀
貨
が
存
在

し
て
い
た
の
で
、

こ
ミ
、

つ

f
ヵ

イ
ス
バ
ニ
ア
政
府
は
一
五
九
九
年
に
純
銅
本
位
貨
幣
を
尊
入
す
る
ま
で
に
極
端
に
な
っ
た
。
時
折
大
量
の
鋳
造
が
行

四

お
よ
び
一
六
二
七
年
十
一
月
、

と
し
て
送
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
宮
下
）

六
〇
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九
年
に
は
ド
・
ヘ
ー
ル
は
、

日
本
の
銅
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
銅
ほ
ど
良
く
は
な
い
け
れ
ど
も
、

手
が
つ
き
、
そ
し
て
こ
れ
は
低
価
格
の
一
原
因
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
日
本
銅
輸
入
量
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
場
で

附表A

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

1624-29年のオランダの銅価格，

ドにつきフロー））ン

1624年

1625 

1626 

1627 

1628 

1629 

アムステルダムにお
けるスウェーデン銅

64.55 

67.27 

56.82 

100ボソ

会社の売った日本
の梓銅

56.00 

43.85 

44.10 

55.78 

48.00 40.75 

K. Glamann, Dutch-Asiatic Trade, Copenhagen-

The Hague 1958, p.171. 

一
六
一
九
年
、

わ
れ
、

（
宮
下
）

一ノ‘

っ
た
既
述
の
約
三

0
0、
0
0
0ボ
ン
ド
よ
り
は
梢
々
少
な
か
っ
た
。

一
六

海
外
の
銅
を
輸
入
し
始
め
て
し
ま
っ
て
い
た
、
と
く
に
東
イ
ン
ド
会
社
の
輸
入

イ
ス
パ
ニ
ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
銅
の
最
大
の
買
手
に
変
じ
た
。
そ
の
鋳
造
を
一
五
九
九
ー
一
六

0
六
年
、

一
六
ニ
―
|
―
六
二
六
年
の
三
期
に
分
つ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
イ
ス
パ
ニ
ア
の
需
要
は
、
造
船
材
料
と
か
戦
争
資
材

用
の
銅
に
対
す
る
新
設
の
海
外
貿
易
諸
会
社
か
ら
の
需
要
の
よ
う
な
他
の
要
因
と
も
関
連
し
て
、
価
格
の
上
昇
趨
勢
を
起
し
、
こ
れ
は

一
六
二
六
年
ま
で
続
い
た
。
そ
の
後
一
六
二
六
ー
ニ
七
年
に
下
落
が
起
っ
て
い
る

価
格
の
下
落
は
イ
ス
パ
ニ
ア
の
鋳
造
停
止
と
関
連
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、

三
年
の
書
翰
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
政
治
家
ド
・
ヘ
ー
ル

(Louis
d
e
 G
e
e
r
)
 
の
書
い
た
一
六

（
附
表
A
を
看
よ
）
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る
価
格
の
最
初
の
下
落
は
東
イ
ン

ド
会
社
や
西
イ
ン
ド
会
社
に
原
因
が
あ
り
こ
の
諸
会
社
は
高
価
格
に
誘
わ
れ
て

が
決
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ド
・
ヘ
ー
ル
は
東
イ
ン
ド
か
ら
の

銅
は
一
六
二
六
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
ニ
ク
ス

(Aix,la,Chapelle)

に
行
っ
た
と

述
べ
て
い
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
の
代
理
人
フ
ァ

ル
ケ
ン
ベ
ル
ク

(
C
o
n
r
a
d
v
a
n
 F
a
l
k
e
n
b
e
r
c
h
)

は
一
六
二
七
年
の
オ
ラ
ン
ダ
の

輸
入
を
一
三
六
ト
ン
と
評
定
し
た
。
こ
れ
は
東
イ
ン
ド
会
社
が
あ
の
年
に
受
取

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
到
着
後
直
ぐ
に
買

一
六
一
七
ー
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あ
て
は
ま
り
、

の
に
す
ぎ
な
い
が
、

事
実
か
ら
誘
導
さ
れ
、

そ
の
後
は
情
況
の
激
変
は
な
か
っ
た
。

オ
ラ
ソ
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

デ
ン
の
推
定
輸
出
量
は
年
々
七
三
七
ト
ン
で
あ
り
、

期
け
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
場
で
の
日
本
銅
の
登
場
は
、

一
六

の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
銅
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
な
数
量
に
な
る
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
年
々
に
お
け
る
ス
ウ
ェ
ー

し
か
も
そ
の
一
部
分
の
み
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
送
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
商
業
政
策
に
影
響
を
与
え
た
。
上
述
の
一
六
三
三
年
の
書

翰
に
お
の
な
か
で
、
ド
・
ヘ
ー
ル
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
と
っ
て
は
大
量
の
銅
を
貯
蔵
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
銅
を
貯
蔵
し
て
オ
ラ

ン
ダ
を
脅
し
価
格
を
引
下
げ
こ
の
よ
う
に
し
て
余
り
に
多
く
輸
入
し
て
も
価
格
を
維
持
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
指
摘
し
て

い
る
。
必
要
な
こ
と
は
貯
蔵
銅
を
売
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
六
二
八
ー
三
三
年
に
日
本
で
は
オ
ラ
ン
ダ
人
に
と
っ
て
困
難
な
問
題
が
あ
り
、

年
に
は
日
本
は
銅
の
輸
出
禁
止
を
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
情
況
の
激
変
を
起
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
輸
出
禁
止
は
銅
が
戦
争
資
財
で
あ
る

一
六
四
五
年
ま
で
続
い
た
。
日
本
の
銅
は
最
初
は
ヨ
ー
ロ
ッ
。
＾
人
の
舞
台
で
「
客
人
」
の
演
技
に
比
す
べ
き
も

こ
の
役
割
は
次
の
時
期
の
た
め
の
一
連
の
新
し
い
予
想
ま
た
は
希
望
を
も
た
せ
た
。
こ
の
役
割
は
十
七
人
理
事
会

が
遂
に
大
量
の
日
本
銅
を
求
め
る
こ
と
に
決
定
し
た
と
き
、
彼
ら
を
動
か
し
た
も
の
は
百
。
ハ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
総
利
益
を
生
ん
だ
売
価

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
底
荷
商
品
の
取
引
が
有
利
で
あ
っ
た
の
は
当
時
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
ド
・
ヘ
ー
ル
が

会
社
の
東
洋
か
ら
の
銅
の
大
輸
入
に
対
抗
す
る
手
段
と
し
て
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
貯
蔵
す
る
政
策
を
採
る
べ
し
と
考
え
た
の
は
目
的
に

適
中
し
た
こ
と
に
な
る
。
競
争
と
い
う
要
素
は
明
瞭
で
あ
る
。
東
イ
ン
ド
会
社
は
香
料
と
く
に
胡
椒
、
砂
糖
、
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
、
薬
剤

や
染
料
、
硝
石
、
金
属
類
、
絹
織
物
や
綿
織
物
そ
の
他
を
輸
入
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
輸
入
品
の
多
く
と
同
様
に
、
競
争
は
日
本
の
銅
に

ヨ
ー
ロ
ッ
。
＾
市
場
で
の
品
質
お
よ
び
価
格
に
つ
い
て
激
し
い
競
争
に
さ
ら
さ
れ
た
。
な
か
ん
づ
く
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
の⑪
 

銅
や
程
度
に
お
い
て
こ
れ
と
劣
る
が
西
イ
ン
ド
産
の
銅
、
す
な
わ
ち
南
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
中
部
ア
メ
リ
カ
産
の
銅
か
ら
の
競
争
で
あ
る
。

（
宮
下
）

， 
ノ‘
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よ
り
は
か
な
り
大
き
か
っ
た
。
バ
タ
ヴ
ィ
ア
政
庁
は
一
六
四
一
ー
四
二
年
に
は
板
銅
一

0
万
ボ
ソ
ド
を
、

一
六
三
八
ー
四
五
年
の
輸
出
禁
止
の
期
に
オ
ラ
ン
ダ
本
国
か
ら
イ
ン
ド
向
に
指
令
さ
れ
た
銅
の
数
量
は
、
上
述
の
本
国
へ
の
輸
入
量

一
六
四
ニ
ー
四
三
年
に
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
や
ハ
ン
ガ
リ
ア
の
板
銅
約
六

0
万
ボ
ソ
ド
を
註
文
し
て
い
る
。
し
か
し
、

っ
て
枠
銅
が
大
い
に
流
出
し
、

の
は
一
六
四
九
年
で
、
次
は
一
六
五
一
年
で
あ
る
。
そ
の
後
、
四
年
間
の
中
断
が
あ
る
。

ョ
ー
ロ
ッ
パ
産
銅
を
も
は
や
必
要
と
し
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
梓
銅
が
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
送
ら
れ
始
め
た

う
ち
で
最
も
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
に
は
、

リ
ソ
か
ら
五
六
フ
ロ
ー
リ
ン
に
上
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
十
七
人
理
事
会
は
バ
タ
ヴ
ィ
ア
政
庁
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
銅
を
ア
ジ
ア
貿

易
の
そ
と
に
送
る
よ
う
に
求
め
た
。
そ
こ
で
政
庁
は
一
六
五
七
年
に
は
四
万
ボ
ン
ド
ほ
ど
の
銅
を
オ
ラ
ン
ダ
本
国
に
送
り
、
翌
年
に
は

1
0
0万
ポ
ン
ド
を
超
え
て
送
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
後
二
十
年
以
上
の
間
た
え
ず
大
量
に
本
国
へ
銅
を
供
給
し
た
時
期
の
序
の
口
で
あ

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

は
全
く
支
配
的
な
地
位
を
獲
得
し
た
。

で
は
な
く
ョ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
に
最
も
適
す
る
こ
と
が
判
っ
た
。
こ
の
枠
銅
は
日
本
か
ら
の
輸
出
が
一
六
四
五
年
以
降
再
開
し
た
と
き
に

異
な
る
数
品
質
の
買
付
に
手
を
出
し
た
が
、

、、し

（
宮
下
）

ノ‘

一
六
五
五
年
の
末
頃
に
は
日
本
銅
は
帰
荷
の

一
六
四
六
年
に
は
日
本
か
ら
の
輸
出
再
開
に
よ

さ
ら
に
、
十
七
人
理
事
会
の
バ
タ
ヴ
ィ
ア
ヘ
の
書
翰
か
ら
、
彼
ら
が
銅
を
会
社
の
ア
ジ
ア
貿
易
に
と
っ
て
重
要
な
商
品
と
し
て
取
扱
っ

コ
ロ
マ
ン
デ
ル
海
岸
と
ペ
ル
ツ
ア
と
が
重
要

た
こ
と
が
判
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
時
期
に
つ
い
て
は
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

な
消
費
者
で
あ
っ
た
。
し
ば
し
ば
あ
げ
ら
れ
て
い
る
数
量
は
、
そ
の
大
部
分
が
ョ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
の
輸
出
よ
り
は
大
き
い
。
か
く
し
て
、

一
六
二
七
年
に
は
九
九
六
。
ヒ
ク
ル
が
ス
ラ
ト
に
送
ら
れ
た
。

一
六
二
八
年
に
は
ペ
ル
シ
ア
の
ガ
ム
ロ
ン
は
一
年
に
四

0
0ピ
ク
ル
を
買

⑫
 

一
六
二
九
年
に
は
一
、
四
七
七
個
の
粗
銅
、
一
、
二
五
二
個
の
精
銅
が
ペ
ル
シ
ア
の
一
商
館
に
引
渡
さ
れ
た
。
最
後
に
、
会
社
は

fijn 
k
o
p
e
r
 i
n
 
s
t
e
f
k
e
n
s

と
呼
ば
れ
た
い
わ
ゆ
る
枠
銅
の
み
が
ア
ジ
ア
の
市
場
だ
け

オ
ラ
ン
ダ
本
国
に
お
け
る
銅
価
が
一

0
0ボ
ン
ド
に
つ
き
三
六
フ
ロ
ー
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りヽ

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

る
。
こ
の
期
間
に
は
ア
ジ
ア
の
銅
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
で
の
売
物
の
な
か
で
か
な
り
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
最
大
で
あ
っ
た
一
六

七
ニ
ー
七
五
年
に
は
、
供
給
量
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
推
定
輸
出
銅
の
三
分
の
一
ま
た
は
二
分
の
一
に
あ
た
り
、
こ
れ
は
日
本
の
銅
が
一

六
六
九
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
価
格
表
に
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
銅
と
一
緒
に
記
載
さ
れ
一
六
八
八
年
ま
で
目
立
っ
て
い
た
事
と
符
合
す
る
。

ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
銅
価
の
昂
騰
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
七
人
理
事
会
が
日
本
の
銅
に
興
味

を
も
っ
た
の
は
東
イ
ン
ド
の
砂
糖
の
価
格
下
落
に
も
あ
る
程
度
ま
で
原
因
が
あ
る
。
東
イ
ン
ド
の
砂
糖
は
重
要
な
底
荷
で
あ
っ
て
、

六
五

0
年
代
の
初
に
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
の
公
売
で
は
一

0
0ポ
ン
ド
に
つ
き
四
五
ー
五

0
フ
ロ
ー
リ
ン
で
売
ら
れ
た
が
、

四
年
に
は
三
五
フ
ロ
ー
リ
ン
に
下
落
し
、
翌
年
に
は
一
層
下
落
し
て
二
六
フ
ロ
ー
リ
ン
と
な
っ
た
。
会
社
の
底
荷
容
積
の
一
部
が
砂
糖

⑬
 

か
ら
銅
に
切
換
え
ら
れ
た
。

一
六
五
八
年
に
は
東
ィ
ン
ド
会
社
は
年
六

0
万
ボ
ン
ド
を
註
文
し
、
翌
年
に
は
八

0
万
ボ
ン
ド
、

三
年
に
は
九

0
万
ボ
ン
ド
の
需
要
と
な
り
、
遂
に
一
六
六
八
年
に
は
二

0
0万
ボ
ン
ド
と
い
う
過
大
数
量
に
達
し
、

ロ
ッ
パ
に
あ
ま
り
多
く
送
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
誌
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

一
六
七
九
年
十
一
月
に
は
底
荷
と
し
て
必
要
な
、

ま
た
は
ア
ジ
ア
の
市
場
が
吸
収
し
得
な
い
数
量
以
外
ほ
本
国
に
送
っ
て
は
な
ら

ぬ
と
命
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
註
文
は
現
実
に
積
送
さ
れ
た
数
量
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
か
く
て
、

ダ
本
国
へ
の
積
送
高
は
平
均
し
て
、
註
文
さ
れ
た
二

0
0万
ポ
ン
ド
の
四
分
の
一
を
超
え
た
額
で
あ
る
。
註
文
は
需
要
の
強
度
を
知
る

手
が
か
り
と
し
て
価
値
が
あ
る
。
註
文
の
変
動
は
本
国
に
お
け
る
競
売
で
の
価
格
の
趨
勢
に
昭
応
し
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
本
国
の
受
取

っ
た
も
の
は
附
表
B
で
判
る
。
そ
の
な
か
に
は
会
社
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
大
商
館
の
一
つ
で
あ
る
ス
ラ
ト
で
売
ら
れ
た
棒
銅
の
数
量
の

こ
の
輸
入
期
間
を
招
い
た
刺
戟
は
、

五

（
宮
下
）

一
六
七

0
ー
七
五
年
の
オ
ラ
ン

一
六
七
四
年
に
は
註
文
ほ
―
二

0
万
ボ
ン
ド
に
な

六
四

日
本
の
銅
を
ョ
ー

一
六
六

一
六
五
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ー
を
行
っ
た
こ
と
が
一
層
重
要
で
あ
る
。

附表B 5年平均，ボ‘ノド

日本からの オラソダ本
輸出 国への輸入

469,784* 28,648 

445,925 14,488 

1,368,315 378,816 

2,060,925 336,000 

1,447,713 383,450 

2,040,800 618,753 

2,554,600 257,922 

* 1648年不詳，従って 4年平均

1646-1680年

1646-50年

1651-55 

1656-60 

1661-65 

1666-70 

1671-75 

1676-80 

スラトでの
販売

39,974 

151,253 

272,168 

408,493 

326,930 

545,534 

660,267 

さ
ら
に
、

Glamann, op., cit. p.175. 

ほ
か
に
日
本
か
ら
の
純
輸
出
量
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
宮
下
）

一
六
六

0
年
代
の
末
頃
に
幾
分
阻
害
さ
れ
た
。

め
て
重
要
で
あ
っ
た
日
本
銅
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

六
五 一

六
六
八
年
に
は
一
時
的

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
需
要
は
日
本
か
ら
の
輸
入
に
―
つ
の
刺
戟
を
与
え
た
。
尤
も
、

一
六
五
六
年
度
に
お
け
る
輸
出
ブ
ー
ム
は
、
も
ぐ
り
商
人
た
ち
の
活
動
に
き
わ

マ
ラ
ッ
カ
ヘ
の
シ
ナ
人
の
供

給
を
会
社
が
大
量
輸
入
の
方
法
に
よ
っ
て
低
下
さ
せ
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
上
掲
の
表
か
ら
、
本
国
へ
時
偶
大
量
に
供
給
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

会
社
の
輸
出
の
大
部
分
は
依
然
ア
ジ
ア
に
お
い
て
で
あ
っ
た
の
が
原
則
で
あ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
十
七
人
理
事
会
も
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
最
大
の

註
文
を
し
た
と
き
で
す
ら
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
の
船
積
は
ア
ジ
ア
で
の
阪
売
を
犠

牲
に
し
て
行
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
附
け
加
え
て
い
る
。
そ
の
ア
ジ
ア
で
の
阪
売
は
、

そ
の
理
由
は
日
本
で
銅
貨
（
寛

⑭
 

永
通
宝
）
の
大
量
鋳
造
が
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

な
輸
出
禁
止
が
銅
に
加
え
ら
れ
、
そ
れ
に
貿
易
制
限
が
つ
づ
い
て
起
っ
た
。
し

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

S

し、
ヵ

日
本
が
こ
れ
と
同
時
に
銀
の
輸
出
禁
止
ー
ー
こ
れ
は
永
久
的
と
な
っ
た

日
本
の
金
貨
（
小
判
）
の
価
格
が
一
六
七

0
年
代
に
引
上
げ
ら
れ
て
、
東
イ
ン

ド
会
社
の
輸
出
の
な
か
で
金
が
占
め
る
割
合
が
減
少
し
た
。
こ
の
二
つ
の
要
因
は
銅
の
輸
入
に
刺
戟
を
与
え
た
。
銅
の
輸
出
は
一
六
七

⑮
 

0
年
代
に
完
全
自
由
へ
と
戻
っ
た
。
銀
が
消
失
し
た
こ
と
や
金
の
流
出
は
日
本
か
ら
は
一
層
ま
ば
ら
に
な
っ
た
こ
と
は
、
会
社
が
第
三
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オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ソ
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

の
貨
幣
鋳
造
素
材
た
る
銅
を
以
て
、

か
つ
て
は
日
本
の
金
銀
が
売
ら
れ
た
地
域
、
す
な
わ
ち
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
海
岸
、
ベ
ン
ガ
ル
、

ト
、
セ
イ
ロ
ン
、
ペ
ル
シ
ア
そ
の
他
に
試
み
よ
う
と
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
と
く
に
最
初
の
三
つ
の
地
方
が
重
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
場
所
で
の
銅
の
価
格
は
オ
ラ
ン
ダ
本
国
よ
り
も
高
か
っ
た
か
ら
、
銅
の
販
売
は
助
長
さ
れ
た
。
か
く
し
て
、

ス
ラ
ト
に
お
け
る
日

本
銅
の
価
格
は
一
六
五

0
年
代
の
初
か
ら
一
六
七

0
年
代
の
初
ま
で
上
昇
し
つ
つ
あ
っ
た
。
日
本
銅
の
絶
頂
の
水
準
は
こ
れ
に
相
当
す

る
オ
ラ
ン
ダ
の
水
準
よ
り
も
約
三
十
。
ハ
ー
セ
ン
ト
方
高
か
っ
た
。
ス
ラ
ト
で
は
こ
の
ほ
か
に
次
の
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
会
社
に

と
っ
て
は
約
四
十
の
品
種
を
含
む
選
択
商
品
か
ら
、
銅
に
比
べ
て
丁
香
の
み
が
ョ
リ
有
利
で
あ
っ
た
。
同
時
に
日
本
の
銅
は
オ
ラ
ン
ダ

本
国
に
お
け
る
会
社
の
阪
売
で
は
総
売
上
代
金
収
入
．
の
精
々
六
な
い
し
八
。
ハ
ー
セ
ン
ト
の
総
収
入
を
意
味
し
た
の
に
、

諸
商
館
は
会
社
の
た
め
に
現
金
を
供
す
る
の
に
は
は
る
か
に
大
き
な
程
度
に
貢
献
し
た
。
そ
の
後
は
銅
の
地
位
は
ア
ジ
ア
市
場
で
一
層

強
固
と
な
っ
た
。

一
六
八
一
年
に
は
イ
ン
ド
に
お
け
る
動
乱
が
北
部
か
ら
南
部
に
移
り
、

(Bijapur) 

ム
ガ
ー
ル
帝
国
の
皇
帝
ア
ウ
ラ
ン
グ
ゼ
フ
は
ビ
ャ
プ
ー
ル

⑯
 

お
よ
び
ゴ
ル
コ
ン
ダ

(
G
o
l
k
o
n
d
a
)

の
諸
王
国
を
攻
撃
し
、
独
立
の
マ
ラ
ク
ス
勢
力
を
鎮
圧
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
オ
ラ

ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
が
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
海
岸
で
遭
遇
し
た
き
わ
め
て
珍
ら
し
い
販
売
の
背
景
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

年
に
は
約
二
三

0
万
ボ
ン
ド
の
棒
銅
が
売
ら
れ
、
こ
れ
は
銅
か
ら
生
じ
た
こ
の
海
岸
で
の
会
計
年
度
に
お
け
る
総
利
益
の
六

0
バ
ー
セ

ン
ト
以
上
で
あ
っ
た
。
ゴ
ル
コ
ン
ダ
で
は
銅
の
企
業
が
存
在
し
た
が
、
こ
れ
は
一
六
八
七
年
に
お
け
る
都
市
の
占
領
に
よ
っ
て
急
速
に

休
止
し
た
。
ゴ
ル
コ
ン
ダ
土
着
商
人
の
チ
ョ
デ
ン
ダ

(
Z
i
e
r
u
m
C
h
o
d
e
n
d
a
)
は
一
六
八
四
年
に
東
イ
ン
ド
会
社
と
年
一
五

0
万
ボ
ン
ド

に
相
当
す
る
日
本
枠
銅
―
二
、

0
0
0箱
の
買
入
を
契
約
し
た
。
こ
れ
は
主
と
し
て
ネ
ヴ
ェ
ル
ス
貨
の
鋳
造
の
た
め
で
あ
る
。
受
渡
品

は
大
部
分
掛
け
売
で
あ
っ
た
。
ゴ
ル
コ
ン
ダ
が
占
領
さ
れ
た
と
き
彼
は
破
産
し
、
会
社
は
九

0
万
フ
ロ
ー
リ
ン
以
上
の
損
失
を
う
け
た
。

（
宮
下
）

六
六

一
六
八
三
ー
八
四

ス
ラ

イ
ン
ド
に
あ
る
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オ
ラ
ソ
ダ
東
イ
ソ
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易
（
宮
下
）

こ
れ
ら
の
年
々
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
銅
が
送
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。

六
七

ス
ラ
ト
、
ペ
ル
シ
ア
に
会
社

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る
価
格
さ
へ
も
、

前
半
に
は
低
か
っ
た
。
日
本
の
銅
は
一
六
八
九
年
ま
で
は
オ
ラ
ン
ダ
本
国
に
再
び
現
わ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
十
年
期
か
ら
、
会
社
の

銅
貿
易
に
お
け
る
ョ
ー
ロ
ッ
゜
ハ
市
場
の
役
割
に
つ
い
て
、
興
味
が
あ
る
光
明
を
投
げ
て
い
る
―
つ
の
計
画
が
知
ら
れ
て
い
る
。
オ
ラ
ン

ダ
本
国
は
こ
こ
で
は
―
つ
の
余
剰
市
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
計
画
は
就
中
一
六
八
四
年
の
バ
ク
ヴ
ィ
ア
ヘ
の
十
七
人
理
事
会
の
信

鸞
か
ら
現
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
は
日
本
銅
の
現
実
独
占
を
確
保
す
る
よ
う
努
力
す
べ
し
と
の
考
え
が
表
明
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

シ
ナ
人
は
日
本
そ
の
他
で
の
買
付
に
際
し
策
略
に
よ
り
負
か
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
方
法
で
起
る
べ
き
か
な
り
の
余
剰
は
バ
タ
ヴ
ィ

ァ
政
庁
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
送
ら
れ
る
べ
く
、
政
庁
は
底
荷
と
し
て
の
硝
石
を
取
消
す
権
限
を
与
え
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
会
社
が

シ
ナ
人
の
競
争
に
打
撃
を
加
え
よ
う
と
し
た
の
は
、
こ
れ
が
最
初
で
は
な
い
。
既
に
一
六
五
七
年
に
は
バ
タ
ヴ
ィ
ア
政
庁
は
こ
の
よ
う

に
し
て
長
崎
の
商
館
に
銅
の
買
占
を
命
じ
た
。
こ
れ
は
前
年
に
シ
ナ
の
ジ
ャ
ン
ク
が
一
七
ー
一
八
、

0
0
0ピ
ク
ル
の
銅
を
バ
ク
ヴ
ィ

ア
に
運
ん
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

オ
ラ
ン
ダ
人
は
大
い
に
困
惑
を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
は
こ
の
銅
は
私
的
貿

易
商
人
た
ち
に
。
ヒ
ル
ク
に
つ
き
二

0
ー
ニ
―
レ
ア
ー
ル
で
売
ら
れ
、
そ
の
若
干
が
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
海
岸
、

の
持
船
に
よ
っ
て
転
送
さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
民
の
う
ち
で
日
本
貿
易
を
独
占
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ア
に
お
け
る
梓
銅
の
彼
ら
の
取
引
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
彼
ら
の
銅
取
引
と
同
様
に
競
争
を
特
徴
と
し
て
い
た
。

易
は
I

'
就
中
生
糸
を
甚
礎
と
し
て
い
た
多
量
の
銅
を
会
社
の
支
持
の
背
後
に
あ
る
市
場
に
出
す
結
果
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
、

マ
カ
オ
、
ト
ン
キ
ン
、
シ
ャ
ム
、
マ
ラ
ッ
カ
、
ジ
ャ
ワ
等
で
シ
ナ
人
と
取
引
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
銅
を
入
手
す
る
こ
と
は
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
そ
の
他
に
も
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

こ
れ
は
商
館
の
支
配
人
の
罷
免
、
そ
の
告
発
を
招
い
た
。

シ
ナ
人
の
日
本
貿

イ
ギ
リ
ス
人
、

日
本
に
お
け
る
市
場
を
「
独
占
」
す
る
か
、
さ
も
な
く
ば
マ
ラ
ッ
カ
、

ア
ジ

シ
ャ

一
六
八

0
年
代
の
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ム
、
バ
ク
ヴ
ィ
ア
そ
の
他
で
「
自
由
」
銅
を
高
価
で
買
う
か
、
ど
ち
ら
か
を
選
ば
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
あ
の
一
六
八
四
年
に
十
七
人

理
事
会
の
作
っ
た
計
画
は
、

日
本
か
ら
の
銅
の
総
輸
出
量
を
一
年
五
万
な
い
し
六
万
ビ
ク
ル
と
見
積
っ
て
い
る
。
こ
の
計
画
に
よ
る
と
、

彼
ら
は
ピ
ク
ル
に
つ
き
―
―
•
九
テ
ー
ル
の
価
格
で
こ
の
巨
大
量
を
引
取
る
こ
と
を
日
本
人
に
申
込
ん
だ
。
支
払
は
会
社
が
日
本
の
必

要
と
す
る
外
国
財
貨
を
日
本
に
供
給
す
る
と
い
う
方
法
で
行
う
。
交
易
条
件
は
輸
入
品
の
原
価
に
従
っ
て
規
正
さ
る
べ
く
、
こ
の
契
約

は
最
初
は
三
年
ま
た
は
四
年
の
期
間
有
効
と
す
る
。
し
か
し
、

日
本
人
は
こ
の
計
画
案
を
承
認
し
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
銅
は
現
金
支
払

た
る
買
べ
し
と
主
張
し
、
さ
ら
に
、
見
積
数
量
分
を
供
給
し
得
な
い
と
考
え
た
。
そ
の
結
果
、
商
館
に
は
普
通
の
条
件
で
可
能
な
数
量

の
銅
を
付
け
る
よ
う
命
ず
る
だ
け
で
、
バ
ク
ヴ
ィ
ア
政
庁
に
ほ
居
留
シ
ナ
人
の
日
本
へ
の
取
引
を
途
中
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
妨
害
す
る

し
か
な
か
っ
た
（
一
六
八
六
年
）
。
こ
れ
と
同
時
に
、
日
本
人
は
外
国
貿
易
の
全
部
に
最
高
限
度
を
定
め
た
。

イ
ン
ド
会
社
の
日
本
貿
易
は
年
一
―

1
0万
テ
ー
ル
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
相
当
す
る
シ
ナ
人
の
割
当
額
は
二
倍
で
あ
り
、
私
的
貿
易
商

人
は
彼
ら
に
四
万
テ
ー
ル
の
割
当
を
委
せ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
会
社
は
抗
議
し
た
け
れ
ど
も
効
果
は
な
か
っ
た
（
一
六
九
五
年
）
。

オ
ラ
ン
ダ
本
国
に
大
量
の
余
剰
を
送
る
機
会
は
起
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
簡
単
で
、

画
は
実
行
さ
れ
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

日
本
か
ら
の
銅
の
全
輸
出
を
確
保
す
る
計

シ
ナ
人
の
貿
易
は
極
め
て
大
き
な
競
争
を
た
え
ず
意
味
し
、
次
の
年
々
に
お
け
る
対
日
貿

易
に
お
け
る
シ
ナ
人
の
参
加
は
一
六
八
五
年
に
彼
ら
に
割
当
ら
れ
た
比
率
よ
り
も
大
き
く
な
っ
た
。

る
シ
ナ
の
ジ
ャ
ン
ク
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
に
比
べ
て
三
倍
売
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
他
方
、

そ
の
結
果
、

オ
ラ
ン
ダ
東

ス
テ
ル
ダ
ム
で
の
銅
価
の
騰
貴
か
ら
、
十
七
人
理
事
会
は
そ
の
必
要
と
す
る
帰
荷
の
表
の
な
か
に
日
本
の
梓
銅
を
再
び
入
れ
た
。

六

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

（
宮
下
）

一
六
八

0
年
代
の
末
頃
の
ア
ム

一
七

0
0年
頃
に
は
長
崎
に
お
け

六
八
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（
宮
下
）

八
世
紀
に
移
る
頃
に
短
命
の
隆
盛
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。

お
け
る
販
売
不
振
に
因
る
も
の
だ
と
主
張
し
、
こ
れ
と
は
逆
に
、

六
九

コ
ロ
マ
ン
デ
ル
海
岸
で
の
販
売
が
一
六
八

0
年
代

本
国
で
の
販
売
）
は
別
表
C
の
通
り
で
あ
る
。

一
六
八
八
年
に
は
彼
ら
は
一
五
ー
ニ

0
万
ボ
ン
ド
と
い
う
中
庸
な
も
の
か
ら
出
発
し
、

一
六
九
四
年
に
は
パ
ク
ヴ
ィ
ア
政
庁
は
こ
の
数
量
の
二
倍
以
上

締
役
た
ち
は
次
年
の
註
文
を
二

0
万
ボ
ン
ド
に
減
少
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

を
送
っ
た
。
こ
の
際
、
底
荷
と
し
て
の
硝
石
の
不
足
の
た
め
銅
を
底
荷
と
し
て
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
取

一
六
九

0
年
代
の
末
頃
に
は
そ
の
註
文
は
価
格
の
上
昇
と
見

合
っ
て
再
び
上
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

一
六
九
九
年
に
は
註
文
は
五

0
な
い
し
六

0
万
ボ
ン
ド
で
あ
り
、
こ
の
水
準
は
一
七

0
五
年
の

一
七
―
二
年
頃
に
は
市
場
は
変
化
し
た
。
銅
の
価
格
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

一
七
一
五
年
の
初
め
に
は
取
締
役
た
ち
は
註
文
を
五

0
な
い
し
六

0
万
ボ
ン
ド
に
増
加
し
た
。
こ
れ
は
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
に
お
け
る
戦
争
状
態
に
よ
っ
て
誘
導
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
既
に
翌
年
に
は
需
要
が
三

0
な
い
し
四

0
万
に
減
退
し
、
こ

の
水
準
は
一
七
三

0
年
代
の
末
ま
で
維
持
さ
れ
た
。
こ
の
期
間
に
お
け
る
日
本
か
ら
の
輸
出
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
本
国
へ
の
輸
入
（
ま
た
は

銅
の
大
部
分
が
ア
ジ
ア
貿
易
の
な
か
に
残
っ
た
こ
と
は
こ
こ
で
も
明
瞭
で
あ
る
。

の
末
か
ら
減
退
し
つ
つ
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
妥
当
す
る
。
餓
死
と
不
作
と
が
戦
争
に
続
い
て
起
っ
た
。
戦
争
に
よ

っ
て
貿
易
は
被
害
を
う
け
た
。
長
崎
の
商
館
で
は
人
々
一
六
九

0
年
代
の
初
に
お
け
る
輸
出
数
量
の
比
較
的
低
い
の
は
イ
ン
ド
市
場
に

帰
し
た
。

一
六
九

0
年
代
の
末
頃
の
輸
出
増
進
を
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
需
要
増
大
に

⑰
 

ア
ジ
ア
の
消
費
減
退
も
価
格
の
中
に
跡
付
け
ら
れ
得
る
。
こ
の
不
振
は
一
七
一

0
年
頃
ま
で
続
い
た
。
た
だ
一
時
の
間
、
十

オ
ラ
ソ
ダ
東
イ
ソ
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

一
七

0
三

I
O六
年
に
は
特
に
貧
弱
な
市
況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
七
〇

で
は
再
び
上
り
、

合
が
行
わ
れ
、
そ
の
販
売
は
利
益
が
極
め
て
少
な
か
っ
た
。

春
ま
で
維
持
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
註
文
の
減
退
す
る
時
期
が
つ
づ
き
、

一
七
一

0
年
の
春
に
は
銅
は
オ
ラ
ン
ダ
本
国
で
は
低
価
格
で
引

売
価
格
に
関
連
し
て
ー
ー
ー
こ
の
数
量
を
三

0
万
ボ
ン
ド
に
増
加
し
た
。

一
六
九
二
年
に
は
1

六
―
フ
ロ
ー
リ
ン
の
競
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は
ト
ン
キ
ン
銅
の
供
給
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
他
方
ア
ジ
ア
の
銅
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

格
を
以
前
に
は
得
て
い
た
の
に
今
や
低
い
水
準
に
あ
る
。
そ
れ
は
ト
ン
キ
ン
銅
の
品
質
が
貧
弱
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

附表c

1681-85年

1686-90 

1691-95 

1696-1700 

1701-05 

1706-10 

1711-15 

1716-20 

1721-25 

1726-30 

1731-34（四年乎均）

オラソダ本国へ
の輸入

2,720,000ポンド（五年乎均）

2,118,125 

1,800,000 

2,592,756 

2,019,096 

1,638,528 

1,207,584 

1,248,000 

1,248,048 

1,116,000 

979, 560 

日本からの輸出

93,625 

293,190 

381,297 

210,899 

547,230 

87,145 

140,041 

210,320 

217,735 

Glamann, op. cit., p.179 

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
精
銅
に
き
わ
め
て
近
い
価

事
会
は
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
ヘ
の
積
荷
は
ト
ン
キ
ン
か
ら
の
銅
に
よ
っ
て
補
充
さ

れ
得
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
本
国
に
お
け
る
競
売
は
一
七
一
九

ー
ニ
三
年
に
は
、
そ
れ
以
前
の
期
間
に
比
べ
て
か
な
り
増
加
し
た
。
こ
れ

一
七
二
四

れ
た
銅
は
大
し
て
多
く
は
な
か
っ
た
。

一
七
一
七
年
の
初
に
は
十
七
人
理

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
つ
づ
い
た
と
き
に
は
、

ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
送
ら

上
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
、

か
ら
の
輸
出
は
十
七
世
紀
に
比
べ
て
か
な
り
低
い
水
準
に
あ
っ
た
た
め
で

一
部
分
に
は
日
本
政
府
の
制
限
の
た
め
に
日
本

わ
め
て
少
量
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
部
分
に
は
ア
ジ
ア
で
の
価
格
が
ま
さ
に

で
あ
っ
た
バ
タ
ヴ
ィ
ア
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
本
国
に
送
ら
れ
た
も
の
は
き

ら
ず
_
|
し
か
も
、
こ
れ
は
十
七
世
紀
お
よ
び
十
八
世
紀
を
通
じ
て
最
高

一
七
一
四
ー
一

七
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
枠
銅
の
価
格
は
き
わ
め
て
高
い
に
も
か
か
わ

価
格
が
上
っ
て
販
売
も
増
加
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
七
一

0
年
頃
か
ら
は
ア
ジ
ア
で
は

売
は
全
く
不
振
で
あ
り
、
他
方
、
市
場
は
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
海
岸
で
は
低
調

-_0五年
に
ベ
ン
ガ
ル
で
、

一
七

0
五
I
O六
年
に
ス
ラ
ト
で
銅
の
阪

（
宮
下
）

七
〇
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（
宮
下
）

七

一
七
二
四
年
に
は
日
本
の
商
館
の

ー
三
四
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
本
国
で
は
ア
ジ
ア
の
銅
の
競
売
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
他
方
、
銅
価
の
上
昇
は
ア
ジ
ア
の
諸
商
館

⑱
 

一
七
二

0
年
代
の
末
に
は
強
化
さ
れ
ョ
ー
ロ
ッ
バ
の
そ
れ
よ
り
も
か
な
り
高
い
水
準
と
な
っ
た
。
諸
商
館
で
売
ら

れ
た
数
量
に
関
連
さ
せ
る
と
、
こ
の
上
昇
は
不
足
に
よ
る
も
の
と
特
徴
づ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
し
て
、

一
七
三
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
人

に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
オ
ラ
ン
ダ
人
が
さ
ま
ざ
ま
の
機
会
に
始
め
よ
う
と
し
た
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
銅
を
東
洋
に
輸
出
す
る
基
盤
が
創
造
さ
れ

⑲
 

こ。
十
八
世
紀
の
最
初
の
二
三
十
年
間
に
起
っ
た
も
う
―
つ
の
基
本
的
な
変
化
は
、
ペ
ル
ガ
ル
が
銅
貿
易
で
も
主
要
な
地
域
と
な
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
こ
の
世
紀
の
最
初
の
二
十
五
年
間
の
梓
銅
の
販
売
の
二
十
四
．
ハ
ー
セ
ン
ト
は
ベ
ン
ガ
ル
で
行

わ
れ
、
他
方
に
お
い
て
以
前
に
ほ
主
要
消
費
者
で
あ
っ
た
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
海
岸
は
た
っ
た
二
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
買
入
れ
な
か
っ
た
。

マ
ラ
バ
ー
ル
海
岸
は
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、

イ
ギ
リ
ス
人
が
イ
ン
ド
か
ら
だ
け
で
は
な
く
ョ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
シ
ナ
と
の
規
則
的
、
直
接
的
な
商
業
関
係
を
確
立
す
る
の
に
成
功
し
て

一
七
一
六
年
以
降
、
彼
ら
は
カ
ン
ト
ン
に
評
議
会
を
も
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
新
し
い
通
商
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
利
益

を
う
け
た
の
は
特
に
茶
の
貿
易
で
あ
っ
た
の
だ
が
、

オ
ラ
ン
ダ
東
ィ
ン
ド
会
社
は
そ
の
重
要
な
ア
ジ
ア
の
銅
貿
易
が
脅
威
を
与
え
ら
れ

る
と
最
初
は
考
え
た
。
彼
ら
は
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
が
日
本
市
場
に
ヨ
リ
密
接
に
前
進
す
る
で
あ
ろ
う
と
お
そ
れ
た
。
十
八
世
紀

の
経
過
中
に
次
第
に
会
社
の
収
益
が
悪
化
す
る
に
伴
い
、
日
本
の
商
館
を
閉
鎖
し
よ
う
と
す
る
考
が
時
々
起
っ
た
が
、

対
す
る
脅
威
か
ら
く
る
こ
の
お
そ
れ
も
こ
の
考
を
拒
否
す
る
の
に
少
な
か
ら
ず
決
定
的
で
あ
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

し
ま
っ
て
い
た
。

ス
ラ
ト
は
二
十
四
。
＾
ー
セ
ン
ト
、

セ
イ
ロ
ン
は
十
二
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、

で
は
続
い
て
お
り
、

イ
ギ
リ
ス
人
に

大
調
査
が
始
ま
っ
た
。
資
料
は
十
八
世
紀
の
第
一
四
半
期
か
ら
集
め
ら
れ
、
銅
は
イ
ン
ド
に
お
け
る
販
売
に
よ
り
八

0
0万
フ
ロ
ー
リ

ン
を
梢
々
下
廻
る
総
収
益
を
生
じ
た
こ
と
が
判
っ
た
。
こ
れ
に
相
当
す
る
ョ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
阪
売
利
益
は
二
五

0
万
フ
ロ
ー
リ
ン
を
下
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に
引
渡
し
て
い
る
と
主
張
し
た
。

こ
れ
ら
の
年
々
に
二
つ
の
見
解
が
対
立
し
て
、
争
わ
れ
た
。

は
捨
て
ら
れ
た
。

オ
ラ
ソ
ダ
東
イ
ソ
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

一
七
二
九
年
に
は
銅
を
市
場
価
格
以
下
で
オ
ラ
ン
ダ
人
に
現

―
つ
は
輸
入
商
品
の
販
売
に
よ
る
長
崎
で
の
利
益
に
重
点
を
お
く
販
売

．
廻
っ
て
い
た
。
会
社
の
輸
入
生
産
物
の
日
本
で
の
販
売
か
ら
の
利
益
は
五

0
万
フ
ロ
ー
リ
ン
を
少
し
下
廻
っ
て
い
た
。
こ
の
調
査
結
果

は
お
ど
ろ
く
べ
き
こ
と
で
は
な
く
、
次
の
年
間
に
長
崎
に
お
け
る
商
品
販
売
の
総
利
益
は
減
少
し
た
。
し
か
も
、

一
七
三

0
年
コ
ロ
マ

ン
デ
ル
海
岸
に
お
け
る
販
売
で
の
日
本
の
小
判
の
た
え
ざ
る
損
失
を
差
引
く
計
算
方
法
が
導
入
さ
れ
た
と
き
、
こ
の
利
益
は
一
七
二
九

年
の
六
十
四
。
＾
ー
セ
ン
ト
か
ら
一
七
三

0
年
に
は
た
っ
た
の
九
。
＾
ー
セ
ン
ト
に
減
少
し
た
。
早
く
も
一
七
三
四
年
に
は
こ
の
計
算
方
法

の
見
地
で
あ
り
、
他
は
購
入
の
見
地
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
の
輸
出
品
に
関
心
を
も
ち
、
そ
の
イ
ン
ド
や
ョ
ー
ロ
ッ
。
＾
に
お
け
る
売
却

に
重
点
を
お
い
て
い
た
。
日
本
人
は
し
ば
し
ば
銅
の
高
価
格
を
要
求
し
、

一
七
四

0
年
頃
の
購
入
の
見
地
は
会
社
の
為
替
相
場
を
全
く
修
正
し
よ
う
と
す
る
彼
の
提
議
に
関
連

し
て
イ
ム
ホ
ッ
フ
総
督
が
熱
心
に
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
意
見
に
よ
る
と
、

日
本
の
テ
ー
ル
は
会
社
の
計
算
で
は

七

0
ス
テ
ュ
ー
ヴ
ァ
ー
か
ら
四

0
ス
テ
ュ
ー
ヴ
ァ
ー
に
引
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
会
社
は
長
崎
商
館
で
の
利
益
を

称
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
他
方
、
銅
の
高
価
格
を
要
求
す
る
日
本
人
の
希
望
と
一
致
し
、

(
G
u
s
t
a
v
 W
i
l
l
e
m
 b
a
r
o
n
 v
a
n
 Imhoff, 1
7
4
3
|
5
0
)
 

か
く
て
、
以
前
よ
り
も
大
量
の
銅
が
入
手

可
能
で
あ
ろ
う
と
い
う
利
点
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ス
パ
イ
ス
類
に
次
い
で
銅
は
会
社
の
最
も
重
要
な
取
引
品
目
で
あ
っ
て
、

へ
の
貿
易
は
こ
の
見
地
か
ら
実
行
さ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
第
二
十
六
代
の
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
総
督
フ
ァ
ン
・
イ
ム
ホ
ッ
フ

の
対
日
貿
易
に
つ
い
て
の
見
解
で
あ
っ
た
。

（
宮
下
）

日
本
の
み

注
①
一
七
九
五
年
パ
ク
ヴ
ィ
ア
共
和
国
と
な
っ
た
オ
ラ
ソ
ダ
は
連
邦
議
会
を
廃
し
翌
年
国
民
議
会
を
設
け
、
間
も
な
く
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
理

事
団
を
廃
止
し
て
、
東
イ
ソ
ド
な
ら
び
に
領
土
事
務
委
員

(
C
o
m
m
i
t
t
e
tot 
d
e
 
z
a
k
e
n
 
v
a
n
 
d
e
n
 
Oost,Indischen 
h
a
n
d
e
d
 
e
n
 

七
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bezittingen)
を
設
け
た
。
こ
の
委
員
会
の
事
務
は
一
七
九
八
年
ア
ジ
ア
領
土
設
備
評
議
会

(
R
a
a
d
d
e
r
 Aziatische Bezittingen e
n
 

E
t
a
b
l
i
s
s
e
m
e
n
t
e
n
)
 
~
よ
っ
て
引
継
が
れ
た
。
こ
れ
で
法
律
上
も
消
減
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

(

G.C•Klerk 

d
e
 R
e
u
s
,
 Geschichtlicher U
e
b
e
r
b
l
i
c
k
 d
e
r
 administrativen, 
rechtlichen u
n
d
 finaziellen 
E
n
t
w
i
c
k
l
u
n
g
 

d
e
r
 niederlaendisch,ostindischen 
C
o
m
p
a
g
n
i
e
,
 Batavia,Solo's 
H
a
g
e
,
 1
8
9
4
 

(-iii”
訳
}
ー
！
台
溢
匹
総
碑
日
麻
＃
旦
房
華
H
盆
宝
-
‘
和
ヰ
閲
宙
念
印

度

会

社

の

行

政

、

．

大

正

―

二

年

）

は

今

日

で

も

有

用

で

あ

る

。

＿

③
―
七
八
六
年
第
五
の
部
門
、
す
な
わ
ち
準
備
部

(Preparatoir
B
e
s
o
g
n
e
)
が
設
け
ら
れ
、
後
に
イ
ソ
ド
事
務
部

(
D
e
p
a
r
t
e
m
e
n
t
tot 
d
e
 

lndische Z
a
k
e
n
)
と
称
せ
ら
れ
た
。

④
東
イ
ン
ド
政
府
、
す
な
わ
ち
パ
ク
ヴ
ィ
ア
政
庁
か
ら
く
る
書
信
は
極
秘
で
あ
り
、
殊
に
政
庁
が
毎
年
十
二
月
に
送
信
す
る
も
の
は
一
種
の
植
民

地
年
報
と
い
っ
て
も
よ
く
、
非
常
に
大
部
な
も
の
で
あ
っ
た
。
東
イ
ン
ド
方
面
に
散
在
す
る
商
館
か
ら
発
す
る
書
信
は
セ
イ
ロ
ン
の
知
事
か
ら
く

る
も
の
の
外
は
全
部
バ
ク
ヴ
ィ
ア
政
庁
を
経
由
し
た
。
セ
イ
ロ
ソ
の
知
事
の
み
は
十
七
人
理
事
会
と
直
接
交
渉
す
る
権
利
を
も
っ
て
い
た
。
諸
商

館
が
パ
ク
ヴ
ィ
ア
政
庁
に
宛
て
た
書
信
で
本
社
に
報
告
す
る
必
要
の
あ
る
も
の
は
イ
ン
ド
総
督

(Gouverneur,Generaal)
お
よ
び
イ
ン
ド
評

議
会

(
R
a
a
d
v
a
n
 lndien)
が
本
社
理
事
に
送
っ
た
。
こ
れ
ら
の
書
信
を
本
社
に
送
る
に
あ
た
っ
て
、
相
当
順
序
を
立
て
る
必
要
が
あ
っ
た
の

で
、
東
イ
ン
ド
総
督
は
一
般
的
信
書

(Generale
Missives)
を
し
た
た
め
て
、
そ
の
中
で
各
館
名
を
規
定
の
順
序
に
排
列
し
各
館
か
ら
受
取

っ
た
信
書
を
適
当
の
順
序
に
排
列
し
、
こ
れ
に
か
な
り
の
解
説
を
加
え
た
。
こ
の
一
般
的
信
書
で
は
政
治
上
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
概
し
て
簡
単

に
ふ
れ
て
い
る
が
、
商
業
上
会
計
上
の
事
項
に
つ
い
て
は
極
め
て
精
細
な
説
明
を
し
て
い
る
。

(

D.G.E•Hall, 

A
 H
i
s
t
o
r
y
 of 
S
o
u
t
h
,
E
a
s
t
 Asia, L
o
n
d
o
n
 1955̀
p. 2
3
3
 
ff. 

⑥
ス
パ
イ
ス
類
に
つ
い
て
は
、
拙
著
、
西
洋
中
世
都
市
発
達
の
諸
問
題
、
一
条
書
店
、
昭
和
一
―
―
十
四
年
、
七

0
頁
註
7
を
看
よ
。

⑦
他
面
、
日
本
産
銅
の
日
本
に
お
け
る
貨
幣
経
済
発
展
へ
の
寄
与
に
つ
い
て
は
拙
稿
占•M
o
n
e
y
E
c
o
n
o
m
y
 in the T
o
k
u
g
a
w
a
 Era, K
o
b
e
 

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 E
c
o
n
o
m
i
c
 R
e
v
i
e
w
,
 8
,
 
1
9
6
2
,
 
p. 8
,
 

10
を
看
よ
。

(

D.W•Davies, 

A
 P
r
i
m
e
r
 of D
u
t
c
h
 S
e
v
e
n
t
e
e
n
t
h
 C
e
n
t
u
r
y
 O
v
e
r
s
e
a
s
 T
r
a
d
e
,
 T
h
e
 H
a
g
u
e
 1
9
6
1
,
 
p. 
6
2
 ff., 
7
0
 ff; 
0. 

M
u
e
n
s
t
e
r
b
e
r
g
,
 Japan's 
a
u
s
w
a
e
r
t
i
g
e
 
H
a
n
d
e
l
 
v
o
n
 
1
5
4
2
 
bis 
1
8
5
4
,
 
Stuttgart 
1
8
9
6
,
 

S. 2
1
5
 
ff.; 0•Nachod, 

D
i
e
 

B
e
z
i
e
h
u
n
g
e
n
 d
e
r
 N
i
e
d
e
r
l
a
e
n
d
i
s
c
h
e
n
 Ostindische K
o
m
p
a
g
n
i
e
 z
u
 J
a
p
a
n
 i
m
 siebzehnten Jahrhundert, Leipzig 1
8
9
7
,
 

A
n
h
a
n
g
を
看
よ

オ
ラ
ソ
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

（
宮
下
）

七
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オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

⑨

V. B
a
r
b
o
u
r
,
 C
a
p
i
t
a
l
i
s
m
 in 
A
m
s
t
e
r
d
a
m
 in 
t
h
e
 
1
7
t
h
 C
e
n
t
u
r
y
,
 U
n
i
v
.
 of M
i
c
h
i
g
a
n
 P
r
e
s
s
 1963, 
p
・
2
2
,
 36f, 
118. 

⑩
日
本
銅
の
買
手
は
ド
・
ヘ
ー
ル
の
義
兄
弟
ト
リ
ー
プ

(Elias
T
r
i
p
)
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
六
一
四
年
か
ら
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
滞
在
し
東
イ

ソ
ド
会
社
の
取
締
役
で
あ
っ
て
、
鉄
、
銃
、
軍
需
品
の
取
引
を
盛
大
に
行
っ
た
。
一
六
二
六
年
頃
に
は
彼
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
の
接
触
を
確
立
し
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
彼
の
義
兄
弟
ド
・
ヘ
ー
ル
が
鉱
山
や
製
鉄
所
の
建
設
に
よ
り
こ
の
国
に
鉱
産
資
源
を
利
用
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
こ
の
前
年
に

ほ
ト
リ
ー
プ
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
支
配
人
と
な
っ
て
い
る
0

B
a
r
b
o
u
r
,
 op. cit••p. 

37, 
112. 

⑪
十
七
世
紀
前
半
に
は
ア
メ
リ
カ
の
銅
は
セ
ヴ
ィ
リ
ア
に
送
ら
れ
、
そ
れ
は
な
か
ん
づ
く
銃
砲
の
鋳
造
に
用
い
ら
れ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ア
の
銅
と
混

和
さ
れ
た
。

⑫
東
イ
ン
ド
会
社
の
商
館
は
一
六
五

0
年
に
は
パ
ク
ヴ
ィ
ア
を
始
め
と
し
て
、
モ
ル
ッ
カ
（
こ
の
な
か
に
は
テ
ル
ナ
テ
の
附
近
に
散
在
す
る
島
嶼

を
含
む
）
、
ア
ン
ボ
イ
ナ
、
バ
ン
ダ
、
マ
カ
ッ
サ
ル
、
ソ
ロ
ー
ル
、
ア
チ
ェ
ー
、
マ
ラ
ッ
カ
、
ス
マ
ト
ラ
の
西
岸
、
ジ
ャ
ソ
ビ
、
パ
レ
ン
バ
ン
、

カ
ン
ボ
ヂ
ャ
、
マ
ル
ク
プ
ラ
、
ク
ォ
ナ
ム
、
ア
ラ
カ
ソ
、
モ
ウ
リ
シ
ウ
ス
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
マ
ラ
バ
ー
ル
海
岸
、
ス
ラ
ト
、
モ
ッ
カ
、
ペ
ル
シ

ア
、
バ
ス
ラ
、
ヴ
ェ
ン
グ
ー
ラ
、
セ
イ
ロ
ソ
、
シ
ャ
ム
、
ク
イ
ワ
ン
、
日
本
、
ト
ン
キ
ン
、
マ
ニ
ラ
、
コ
ロ
マ
ソ
デ
ル
海
岸
、
ペ
グ
ー
、
ベ
ン
ガ

ル
に
所
在
し
た
。
D
a
v
i
e
s
•
o
p
.

cit. 
M
a
p
 II.
こ
れ
ら
の
商
館
に
達
す
る
航
路
に
つ
い
て
は
、

P.
G
e
y
l
,
 
T
h
e
 N
e
t
h
e
r
l
a
n
d
s
 
in 
t
h
e
 

S
e
v
e
n
t
e
e
n
t
h
 C
e
n
t
u
r
y
,
 P
a
r
t
 1, 
L
o
n
d
o
n
 1
9
6
1
•
p
.
2
7
4

ー

5
の
臨
四
図
シ
J
圭
乍
よ
。

⑬
最
も
有
利
な
底
荷
商
品
は
一
般
に
硝
石
で
あ
っ
た
が
、
硝
石
は
砂
糖
や
、
後
に
は
銅
、
錫
に
よ
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
勿
論
、
価
格
に
依

存
し
、
会
社
の
銅
輸
入
は
硝
石
の
価
格
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
下
落
傾
向
を
示
し
た
時
期
に
は
大
き
か
っ
た
。

⑭
作
道
洋
太
郎
、
近
世
日
本
貨
幣
史
、
弘
文
堂
、
昭
和
一
二
十
三
年
、
一
―
四
頁
、
な
お
前
掲
註
7
に
あ
げ
た

K.
M
i
y
a
s
h
i
t
a
,
 
M
o
n
e
y
 

E
c
o
n
o
m
y
,
 p. 
10を
看
よ
。

⑮
以
前
に
は
会
社
は
主
と
し
て
金
貨
を
台
湾
経
由
の
シ
ナ
人
と
の
貿
易
に
よ
っ
て
獲
得
し
て
い
た
が
、
一
六
六
二
年
に
鄭
成
功
の
台
湾
征
服
の
結

果
主
要
な
商
業
地
を
失
っ
て
こ
の
貿
易
も
終
っ
た
。
一
六
六
五
年
に
は
会
社
は
天
皇
か
ら
小
判
輸
出
の
許
可
を
得
て
、
小
判
を
コ
ロ
マ
ソ
デ
ル
海

岸
で
使
用
し
利
益
を
得
た
。
一
六
六

0
年
代
の
末
頃
日
本
で
の
金
の
大
量
採
取
が
行
わ
れ
、
会
社
は
多
量
の
金
を
廉
価
で
取
得
し
た
。
金
の
輸
出

プ
ー
ム
は
一
六
七

0
年
を
中
心
と
す
る
頃
に
発
展
し
た
。
一
六
七

0
年
に
は
日
本
は
小
判
の
価
格
を
五
六
マ
ー
ス
(
m
a
a
s
;
1
 ma
a
s
1
1
6
8
 p
o
n
d
s
)
 

に
引
上
げ
、
一
六
七
二
年
に
は
さ
ら
に
六
八
マ
ー
ス
に
引
上
げ
た
。
こ
れ
は
会
社
の
輸
出
を
徐
々
に
減
少
し
た
。
さ
ら
に
一
六
八
五
ー
八
六
年
に

日
本
人
は
金
の
輸
出
が
彼
ら
の
通
貨
の
不
足
を
起
す
こ
と
を
お
そ
れ
て
、
金
の
一
時
的
輸
出
禁
止
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
会
社
の
金
輸
出
を
停
止
し

（
宮
下
）

七
四
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オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
そ
の
日
本
産
銅
の
貿
易

（
宮
下
）

七
五

な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
次
の
年
代
に
は
彼
ら
は
主
と
し
て
銅
に
集
中
し
た
。
尤
も
、

使
用
さ
れ
、
こ
の
世
紀
の
末
頃
に
は
む
し
ろ
支
配
的
で
あ
っ
た
。

(W•H. 

M
o
r
e
l
a
n
d
'
A
.
C
.
 Chatterjee, A
 S
h
o
r
t
 H
i
s
t
o
r
y
 of 
India, 
L
o
n
d
o
n
 1936, 
p. 
251. 

⑰
G
l
a
m
a
n
n
,
 T
h
e
 D
u
t
c
h
 E
a
s
t
 I
n
d
i
a
 C
o
m
p
a
n
y
'
s
 T
r
a
d
e
 in 
J
a
p
a
n
e
s
e
 
C
o
p
p
e
r
,
 1
6
4
5ー

1736,

S
c
a
n
d
i
n
a
v
i
a
n
 
E
c
o
n
o
m
i
c
 

H
i
s
t
o
r
y
 R
e
v
i
e
w
,
 I. 
1953, 
p. 
68f・ 

⑱
こ
の
場
合
、
「
軽
貨
幣
」
と
「
重
貨
幣
」
と
の
差
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
貨
幣
制
度
で
は
一
六
五
八
年
以
来
新
し
い
支
払

比
率
を
定
め
た
。
最
小
の
単
位
は
想
像
的
な
軽
貨
幣
で
、
こ
れ
は
璽
貨
幣
と
区
別
さ
れ
た
。
軽
貨
幣
は
削
り
拍
ぜ
と
ら
れ
た
東
洋
の
小
額
貨
幣
で
、

オ
ラ
ン
ダ
本
国
の
普
通
の
銀
貨
ス
テ
ュ
ー
ヴ
ァ
ー
S
t
u
i
v
e
r
の
五
分
の
四
に
相
当
し
た
。
そ
の
結
果
、
小
額
貨
幣
の
換
算
率
が
引
上
げ
ら
れ
菫

貨
幣
に
新
し
い
打
歩
（
二
十
八
パ
ー
セ
ソ
ト
）
の
基
礎
が
お
か
れ
た
。
さ
ら
に
、
事
態
を
複
雑
化
し
た
の
は
、
計
算
単
位
と
し
て
の
ギ
ル
ダ
ー
又

は
フ
ロ
ー
リ
ン
は
オ
ラ
ン
ダ
本
国
で
は
二
十
ス
テ
ュ
ー
ヴ
ァ
ー
で
あ
り
、
東
洋
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
現
実
の
貨
幣
リ
ク
ス
ド
ル
(
R
i
j
k
s
t
a
a
l
d
e

r
)
は
本
国
で
は
六
十
ス
テ
ュ
ー
ヴ
ァ
ー
の
璽
貨
幣
で
あ
り
、
東
洋
で
は
六
十
四
ス
テ
ュ
ー
ヴ
ァ
ー
で
軽
貨
幣
で
あ
っ
た
。
各
分
社
の
帳
簿
掛
(
B
o
e

k
,
h
o
u
d
e
r
)
は
重
貨
幣
を
基
本
と
し
、
東
洋
に
あ
る
各
商
館
は
軽
貨
幣
を
標
準
に
計
算
し
た
。
な
お
、
拙
稿
、
十
七
世
紀
初
期
に
お
け
る
イ
ギ

リ
ス
毛
織
物
貿
易
の
不
振
、
国
民
経
済
雑
誌
、
第
百
二
巻
第
一
号
、
十
五
頁
を
看
よ
。

(H•Hamilton, 

T
h
e
 E
n
g
l
i
s
h
 B
r
a
s
 a
n
d
 
C
o
p
p
e
r
 I
n
d
u
s
t
r
i
e
s
 to 
1800, 
L
o
n
d
o
n
 1926, 
p. 
280; 
G
l
a
m
a
n
n
,
 op. 
cit., 
p. 
1
 

80n. 
58. 

一
六
八

0
年
代
に
は
小
判
が
会
社
の
ア
ジ
ア
貿
易
で
は
な
お




